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令和３年
第４回定例会（12月）

P２〜３ こんなことが決まりました

P４ 議案賛否表

P6〜14 そこが聞きたい（一般質問）

P15〜19 中学校子ども議会

買い物支援「とくし丸（切通地区）」
問合せ先：社会福祉協議会

議会ホームページ



議
案
審
議

令和３年度　第４回臨時会 一般会計補正予算

２,4８７万８千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

こんな
ことが 決まりました

令和３年10月　第４回臨時会
　　　　11月　第５回臨時会
　　　　12月　第４回定例会

第４回臨時会　１議案　可決
第５回臨時会　５議案　可決
第４回定例会　８議案　可決　１諮問　同意

会場設営等委託料 600600万円万円
コロナワクチン集団接種会場にてパーティション、診察台、机、椅子、救護用ス
トレッチャーなど、会場に必要な備品等について設営と撤去委託を行う費用です。

　
右
記
の
２
条
例
は
人
事
院
勧
告
の
と
お
り
、

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
0.1
ヶ
月
分
引
き
下

げ
る
も
の
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
の
と
お
り
、
期
末
手
当
の
支
給

月
数
を
０
・1５
ヶ
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

上
峰
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員

賛
成

全
員

賛
成

全
員

賛
成

　令和３年第４回臨時会は１０月２６日に開催し、１議案を原案どおり可決しました。
　令和３年第５回臨時会は１１月３０日に開催し、５議案を原案どおり可決しました。
　令和３年第４回定例会は１２月１０日から１２月１７日までの８日間の会期で開催し、８議案１諮問が
原案どおり可決同意しました。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

氏　
名　
鶴つ
る
田だ　
正ま
さ
彦ひ
こ

年　
齢　
70
歳　
　
地　
区　
西
前
牟
田

上
峰
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
石い
し
川か
わ
富ふ

美み

夫お

年　
齢　
72
歳　
　
地　
区　
井
手
口

任　
期　
令
和
３
年
12
月
21
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
６
年
12
月
20
日
ま
で

全
員

同
意

全
員

同
意
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議
案
審
議

令和３年度　第５回臨時会 一般会計補正予算

令和３年度　第４回定例会 一般会計補正予算

１億5０万５千円

２億5,７5７万１千円

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

子育て世帯臨時
特別給付金

介護・訓練等給付費

新型コロナウイルス
感染症対策販売促
進支援金

庁舎１階空調設備
更新工事

9,2059,205万円万円

3,6653,665万万44千円千円

400400万円万円

3,0003,000万円万円

対象児童として、平成１5年４月２日から
令和４年３月３１日までに出生した子ども
で、主たる生計維持者の所得が９６０万円
と同等未満となっている子どもです。

障がい者サービスの対象者及びサー
ビスの需要増に伴うものです。
（負担割合　国5０％、県２5％、町２5％）

人流の抑制により影響を受け、催し
物やイベントなどの開催や出店をで
きなかった事業者に対する支援です。

１階執務室の空調を更新する工事で
す。
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

田
中
静
雄

原
田　

希

吉
富　

隆

大
川
隆
城

寺
﨑
太
彦

中
山
五
雄

第４回臨時会

4６ 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

第５回臨時会

4７ 上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

4８ 上峰町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

4９ 特別職の給与条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5０ 議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5１ 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

第４回定例会

5２ 上峰町税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5３ 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

54 上峰町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

55 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5６ 令和３年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5７ 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5８ 上峰町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5９ 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

諮問
１ 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和３年　第４回臨時会・第５回臨時会・第４回定例会　議案
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対

4



予

算

一 般 会 計

特 別 会 計

令和３年度　　正予算補
３億8,295万４千円増額して、総額139億2,403万６千円となる。

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎子育て世帯臨時特別給付金事業費補助金
� ２億4１０万円

◎公共施設整備基金繰入金� ３,０００万円

◎ふるさと寄附金基金繰入金� ２,９９０万円

◎�新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
事業費補助金� ２,4８７万８千円

◎障害者福祉費負担金� １,８5７万７千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎子育て世帯臨時特別給付金� ２億4１０万円

◎介護・訓練等給付費� ３,６６5万４千円

◎庁舎１階空調設備更新工事� ３,０００万円

◎特定教育・保育施設型給付費� ２,３００万円

◎公共土木施設災害復旧工事� １,455万５千円

歳入
139億

2,403万6千円

歳出
139億

2,403万6千円

町税
12億5,848万3千円
9.0%

地方交付税
11億5,196万6千円
8.3%

国庫支出金
11億3,601万1千円
8.2%

県支出金
3億5,924万2千円
2.6%

繰入金
50億27万8千円
35.9%

町債
3億2,709万5千円
2.3%

寄附金
40億511万1千円
28.8%

その他
6億8,585万円
4.9%

総務費
90億6,370万9千円
65.1%

民生費
16億9,398万9千円
12.2%

農林水産業費
4億1,099万7千円
3.0%

土木費
4億6,249万4千円
3.3%

教育費
6億1,961万4千円
4.4%

公債費
4億311万2千円
2.9%
その他
2億8,908万9千円
2.1%

消防費
2億993万1千円
1.5%

衛生費
7億7,110万1千円
5.5%

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

国民健康保険特別会計

１億485万円を増額して、総額10億9,826万９千円となる。

本会期までの累計
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

吉田　豊 議員

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

問
９
月
定
例
議
会
で
も

質
問
し
た
が
、
水
の

深
さ
を
表
す
の
は
、
広
辞

苑
に
よ
る
と
海
抜
と
記
す

の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

標
高
と
は
、
東
京
湾

の
平
均
海
面
を
０
ｍ
の
基

準
高
と
し
た
時
の
高
さ

で
、
地
上
に
設
置
さ
れ
た

日
本
水
準
点
を
基
準
と

し
、
全
国
に
水
準
点
を
つ

く
っ
て
高
さ
を
測
量
し
て

問
町
内
の
ア
オ
地
域

は
、
一
級
河
川
の
堤

防
ぎ
り
ぎ
り
の
水
位
と

な
っ
て
お
り
町
内
の
実
態

に
合
致
し
た
大
潮
時
の
満

潮
を
基
準
と
し
標
高
に
変

え
る
べ
き
だ
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

お
け
る
浸
水
深
は
、
東
京

湾
の
平
均
海
面
を
基
準
と

し
た
地
盤
高
か
ら
の
水
深

の
深
さ
と
全
国
共
通
に
定

義
さ
れ
て
お
り
こ
の
基
準

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。ま
た
現
状
で
は
、国
、

県
か
ら
提
供
さ
れ
る
指
定

河
川
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
き
予
測
さ

れ
た
浸
水
想
定
区
域
や
浸

水
深
の
デ
ー
タ
に
つ
い

て
、
大
潮
等
の
影
響
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
大
潮

の
影
響
を
加
味
し
た
町
独

自
の
詳
細
な
浸
水
デ
ー
タ

を
得
る
に
は
、
各
県
を
ま

た
が
っ
て
流
れ
る
大
規
模

河
川
全
体
に
つ
い
て
新
た

な
前
提
条
件
に
よ
る
浸
水

解
析
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
既
存
の
浸
水
デ
ー
タ

い
る
。
町
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
津
波
災
害
で

は
な
く
洪
水
災
害
を
対
象

と
し
て
お
り
、
そ
の
主
な

指
標
で
あ
る
浸
水
深
は
、

海
水
面
か
ら
で
は
な
く
、

各
地
点
の
お
よ
そ
の
地
面

の
高
さ（
地
盤
高
、標
高
）

か
ら
の
浸
水
の
深
さ
を
表

す
と
定
義
さ
れ
て
い
る
か

ら
標
高
表
記
が
正
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。

問
危
機
管
理
対
策
監

は
、
佐
賀
県
で
は
、

津
波
は
発
生
し
な
い
と
い

う
前
提
に
立
っ
て
い
る
の

か
。答

危
機
管
理
対
策
監　

佐
賀
県
で
も
津
波
は

発
生
す
る
。

問
１
７
９
２
年
の
雲
仙

岳
の
大
噴
火
で
は
、

島
原
大
変
、
肥
後
迷
惑
と

い
わ
れ
る
災
害
が
発
生
し

た
。
私
が
心
配
し
て
い
る

の
は
、
東
南
海
地
震
に
よ

る
南
海
ト
ラ
フ
、
そ
れ
に

伴
う
佐
賀
平
野
北
縁
断
層

が
動
い
た
場
合
を
想
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。答

危
機
管
理
対
策
監　

佐
賀
県
が
出
す
津
波

浸
水
想
定
で
は
、
最
大
ク

ラ
ス
の
津
波
は
、
現
在
の

科
学
的
知
見
を
基
に
、
過

去
に
実
際
に
発
生
し
た
津

波
や
今
後
発
生
が
予
想
さ

れ
る
津
波
か
ら
設
定
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
有

明
海
沿
岸
で
は
、
雲
仙
地

溝
南
縁
東
部
断
層
帯
と
西

部
断
層
帯
の
連
動
の
地
震

と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
想
定
に
基
づ
き
算
出
さ

れ
た
津
波
の
高
さ
は
、
佐

賀
市
で
４８
㎝
で
こ
の
時
の

佐
賀
市
の
満
潮
の
平
均
潮

位
が
２
・
72
ｍ
で
す
か
ら

合
わ
せ
て
最
大
津
波
は

３
・
２
ｍ
と
な
り
、
そ
の

浸
水
想
定
区
域
は
佐
賀
市

内
に
と
ど
ま
る
。
佐
賀
平

野
北
縁
断
層
帯
は
、
活
断

層
帯
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
断
層
帯
の
広
が
り
が

沿
岸
部
で
は
な
く
内
陸
部

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
津
波
の
想
定
は
低
い
と

い
う
こ
と
で
、
県
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

問
実
際
に
合
致
し
た
標

高
と
す
べ
き
で
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

出
来
な
い
。

を
軽
易
に
は
変
更
で
き
な

い
も
の
と
考
え
る
。

問
誰
の
た
め
の
マ
ッ
プ

か
。
町
民
の
た
め
に

な
る
防
災
マ
ッ
プ
が
必
要
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

町
の
実
態
に
応
じ
た

マ
ッ
プ
を
作
成
せ
よ
と
言

わ
れ
て
い
る
と
理
解
す

る
。難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、

内
水
氾
濫
の
一
部
と
捉
え

て
過
去
に
発
生
し
た
内
水

氾
濫
の
実
態
を
マ
ッ
プ
上

に
す
る
こ
と
は
可
能
か
と

思
っ
て
い
る
。
現
在
県
に

お
い
て
過
去
の
大
雨
を
反

映
し
た
佐
賀
平
野
の
浸
水

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
て
お

り
、
市
町
へ
の
デ
ー
タ
の

供
用
が
さ
れ
た
際
に
は
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

問
そ
の
時
期
は
い
つ
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

時
期
に
つ
い
て
は
承

知
し
て
い
な
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
海
抜
と
表
す
べ
き

標
高
が
正
し
い

ほ
か
に

○�

老
人
福
祉
に
つ
い
て
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一
般
質
問

一
般
質
問

な
推
進
に
取
り
組
む
。

答
産
業
課
長　
ク
リ
ー

ク
事
前
放
流
は
土
地

改
良
区
に
樋
門
調
整
を

依
頼
し
地
元
の
同
意
と

協
力
を
得
て
取
り
組
む
。

答
建
設
課
長　
前
年
田

地
区
等
の
調
査
は
今

月
補
助
金
交
付
決
定
を

受
け
発
注
の
手
続
き
を

進
め
て
い
る
。
町
内
一
級

河
川
の
浚
渫
は
切
通
川

の
長
崎
自
動
車
道
～
佐

賀
川
久
保
鳥
栖
線
間
を

計
画
中
。
同
じ
く
長
崎
本

線
～
３４
号
線
間
、
神
埼
・

北
茂
安
線
の
上
・
下
流
、

井
柳
川
の
市
武
神
埼
線

の
上
・
下
流
を
要
望
中
。

答
町
長　
11
月
2４
日
筑

後
川
並
支
派
改
修
工

事
期
成
同
盟
会
で
本
省

の
河
川
局
長
が
本
省
の

排
水
機
が
停
止
し
た
こ

と
を
ご
存
じ
な
く
、
直

ち
に
調
査
を
要
請
し
、

後
日
筑
後
川
河
川
事
務

所
長
が
来
庁
し
、
排
水

機
更
新
へ
取
り
組
み

チ
ー
ム
を
設
置
し
た
報

告
が
あ
っ
た
。

問
水
害
対
策
、
農
産
物

被
害
対
応
等
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

答
産
業
課
長　
農
産
物

被
害
対
応
と
し
て
令

和
４
年
産
水
稲
、
大
豆

の
種
子
購
入
補
助
ア
ス

パ
ラ
、
イ
チ
ゴ
、
ミ
カ

ン
に
は
薬
剤
、
肥
料
購

入
費
用
を
県
補
助
に
加

え
町
が
10
分
の
１
を
上

乗
せ
し
て
補
助
を
計
画
。

農
業
用
機
械
の
修
繕
に

県
と
町
合
計
２
分
の
１

の
費
用
を
補
助
す
る
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

県
で
内
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
、

市
町
と
連
携
し
計
画
的

ほ
か
に

�

〇
小
学
５
・
６
年
教
科
担
任
制
体
育
の
導
入
に
つ
い
て

〇�

小
学
校
の
赤
白
ぼ
う
し
使
用
の
見
直
し
は
考
え
ら

れ
な
い
か

問
地
区
説
明
も
含
め
て

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
産
業
課
長　
関
係
す

る
下
津
毛
区
・
下
坊

所
区
は
説
明
実
施
済
み
で

上
坊
所
区
は
12
月
1５
日
実

施
予
定
。
計
画
概
要
書
作

問
選
挙
権
が
1８
歳
か
ら

と
な
り
５
年
程
だ
が

投
票
率
が
ま
だ
低
く

小
・
中
学
校
で
の
主
権

者
教
育
の
充
実
が
必
要

で
は
。

答
教
育
長　
選
挙
年
齢

が
下
が
り
高
校
生
等

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

小
・
中
学
校
で
も
主
権

者
教
育
の
在
り
方
は
問

わ
れ
て
い
る
。
上
峰
町

で
は
、
子
ど
も
議
会
も

執
行
部
側
、
議
員
側
双

方
を
体
験
す
る
な
ど
レ

ベ
ル
の
高
い
体
験
学
習

に
到
達
し
て
い
る
。
今

後
、
社
会
科
を
は
じ
め

と
し
て
全
て
の
教
育
活

動
で
自
治
意
識
や
主
権

者
意
識
を
高
め
る
教
育

成
業
務
発
注
済
み
、
今
後

た
め
池
の
現
地
踏
査
、
測

量
、
堆
積
量
調
査
後
県
営

事
業
で
取
り
組
む
計
画
案

を
年
度
末
ま
で
に
終
了
予

定
。

を
充
実
さ
せ
た
い
。
ま

た
、
学
校
教
育
だ
け
で

な
く
家
庭
や
社
会
の
中

で
主
権
者
の
在
り
方
、

行
動
の
起
こ
し
方
を
学

ん
で
い
く
と
思
う
の
で
、

大
人
自
身
に
範
を
示
し

て
も
ら
い
社
会
全
体
で

主
権
者
意
識
を
高
め
行

動
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば

と
思
う
。

調
査
計
画
推
進
中

外
記
た
め
池
整
備
は

大川　隆城 議員

問
県
内
増
加
傾
向
の
出

生
祝
い
金
は
で
き
な

い
か
。

答
住
民
課
長　
出
生
祝

い
金
は
経
済
的
支
援

と
し
て
魅
力
あ
る
が
町
民

の
方
か
ら
は
子
育
て
の
相

談
体
制
や
情
報
提
供
、
親

子
交
流
の
場
、
仕
事
と
子

育
て
を
両
立
し
や
す
い
環

境
等
の
充
実
の
要
望
が
多

い
。
現
状
に
加
え
、
そ
れ

に
応
え
る
こ
と
が
町
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
。

水
害
対
策
そ
の
後
の
対
応
は

各
項
目
毎
に
対
処
中

出
生
祝
い
金
創
設
を

子
育
て
環
境
整
備
に
重
点
を
置
く

全
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
充
実
を
図
る

小
・
中
学
校
の
主
権
者
教
育
の
考
え
は
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一
般
質
問

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
、
解

体
工
事
費
負
担
金
７
億

２
，６
０
０
万
円
を
合
同

会
社
に
支
出
を
さ
れ
て

い
る
が
、
解
体
の
物
件

は
、
上
峰
町
の
所
有
物

で
あ
る
の
で
、
上
峰
町

で
解
体
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
創
生
室
長　
建
屋
等

に
つ
い
て
は
、
行
政

財
産
と
し
て
所
有
し
て

い
る
の
で
、
解
体
除
去

等
費
用
を
負
担
す
る
形

で
、
合
同
会
社
へ
支
弁

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
町
の
解
体
費
に
つ
い

て
は
、
町
の
所
有
物

つ
い
て
は
、
牟
田
建
設
、

中
山
建
設
協
同
企
業
体

で
あ
る
。
落
札
金
に
つ

い
て
は
６
億
１
，０
０
０

万
円
で
落
札
し
て
い
る
。

消
費
税
込
み
で
、
６
億

７
，１
０
０
万
円
。
そ
れ

と
も
う
１
点
の
ほ
う
は
、

利
益
相
反
行
為
に
つ
い

て
、
合
同
会
社
で
は
原

則
と
し
て
、
当
該
社
員

を
除
い
た
過
半
数
の
社

員
の
同
意
を
得
る
必
要

が
あ
る
。
今
回
は
合
同

会
社
に
お
い
て
、
事
業

者
選
定
後
、
社
員
総
会

を
開
催
し
、
当
該
契
約

に
係
る
同
意
と
い
う
形

を
得
て
お
り
、
適
法
に

処
理
が
な
さ
れ
て
い
る

旨
、報
告
を
受
け
て
い
る
。

問
解
体
工
費
等
貸
付
金

６
億
７
，６
０
０
万
円

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
創
生
室
長　
貸
付
金

の
性
格
と
し
て
は
、

町
へ
の
返
済
を
前
提
と

し
て
お
り
、
実
行
後
は

債
権
管
理
を
行
な
っ
て

い
く
。

問
貸
付
金
に
つ
い
て

は
、
書
類
的
な
も
の

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
契
約
書

の
案
に
つ
い
て
は
、

当
方
で
作
成
を
あ
る
程

度
し
て
い
る
。

問
作
成
に
つ
い
て
は
、

今
か
ら
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
私
の
質
問

の
答
弁
に
は
ほ
ど
遠
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

町
が
合
同
会
社
に
貸
付

す
る
訳
で
あ
る
の
で
、

常
識
的
に
期
限
と
か
、

担
保
物
件
と
か
保
証
人

と
い
う
の
は
、
普
通
で

あ
る
と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
担
保
に

つ
い
て
は
、
直
接
の

人
的
担
保
、
物
的
担
保

と
い
う
形
で
は
想
定
し

て
い
な
い
。

問
担
保
に
つ
い
て
今
の

と
こ
ろ
、
作
成
し
て

い
な
い
。
町
が
合
同
会

社
に
金
を
貸
付
す
る
の

で
、
相
手
は
信
頼
の
あ

る
合
同
会
社
で
あ
る
が

書
類
的
な
こ
と
は
、
行

政
が
課
す
る
こ
と
だ
と

思
う
が
。

答
創
生
室
長　
し
か
る

べ
き
時
期
に
し
っ
か

り
と
実
行
で
き
る
よ
う

な
形
を
取
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

要望
令
和
４
年
の
３
月
定

例
議
会
ま
で
に
は
、

書
類
に
つ
い
て
は
、
作

成
す
る
よ
う
強
く
お
願

い
を
す
る
。

問
進
捗
状
況
に
つ
い
て

い
つ
頃
に
工
事
着
工

で
き
る
の
か
お
尋
ね
す

る
。答

建
設
課
長　
着
工
に

つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
で
進
め
て
い
る
。

要望
令
和
４
年
度
に
着
工

の
見
通
し
で
あ
る
と

答
弁
い
た
だ
い
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
人
と
の
協
議
も
重
ね

て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

で
あ
り
、
町
で
指
名
競

争
入
札
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
得
ら
れ
る
範
囲
で
町

の
入
札
実
施
に
な
ぞ
ら

れ
て
実
施
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

問
ど
こ
の
会
社
が
、
い

く
ら
で
落
札
さ
れ
た

か
。
ま
た
発
注
元
が
合

同
会
社
で
あ
る
。
合
同

会
社
の
一
部
の
業
者
が

受
注
さ
れ
て
い
る
が
、

何
ら
問
題
は
な
い
か
。

答
創
生
室
長　
方
式
に

つ
い
て
は
、
指
名
競

争
入
札
。
落
札
業
者
に

建屋解体の様子

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

解
体
工
事
を
実
施

八
枚
・
碇
線
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

着
工
は
令
和
４
年
度
で
進
め
て
い
る

ほ
か
に

�

〇
風
水
害
対
策
に
つ
い
て

吉富　隆 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 8



一
般
質
問

外記ため池

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

解
体
工
事
に
着
手

い
て
は
答
弁
を
控
え
る

が
、
事
業
計
画
、
損
益

計
画
書
等
を
作
っ
て
金

融
機
関
な
ど
か
ら
資
金

調
達
を
計
画
す
る
旨
、

検
討
さ
れ
て
い
る
。

い
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
基
本
的

な
話
と
し
て
は
、
来

年
度
、
上
半
期
中
に
は

解
体
工
事
が
終
了
す
る

旨
と
伺
っ
て
い
る
。
造

成
の
話
だ
が
、
合
同
会

社
内
で
も
協
議
さ
れ
る

と
思
う
が
配
置
計
画
が

で
き
な
い
と
議
論
が
深

ま
っ
て
い
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
の
方
が
並
行
し
て

い
く
話
だ
と
思
っ
て
い

る
。問

定
住
促
進
住
宅
に
つ

い
て
は
、
第
一
弾
の

事
業
と
し
て
発
出
さ
れ

る
予
定
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
決
定
し
た
の
か
。

答
創
生
室
長　
定
住
促

進
住
宅
に
つ
い
て
は

盛
り
込
ん
で
い
く
方
向

性
で
進
ん
で
い
る
。
実

施
方
法
の
検
討
と
か
、

活
用
を
検
討
し
て
い
る

補
助
金
な
ど
他
方
式
の

導
入
に
関
し
て
も
検
討

を
加
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

問
全
体
的
な
構
想
の
中

に
調
整
池
と
い
う
の

は
入
っ
て
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
恐
ら
く

既
存
で
調
整
池
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
踏
襲
し
て
い
く
形

に
な
る
と
い
う
ふ
う
に

推
測
し
て
い
る
。

問
町
民
か
ら
は
、
開
発

は
進
め
て
も
ら
い
た

い
が
、
町
の
財
政
に
影

響
の
な
い
よ
う
な
方
策

で
開
発
し
て
ほ
し
い
と

の
話
を
聞
く
が
、
開
発

に
伴
う
資
金
の
調
達
は

大
丈
夫
か
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
内
部
の
こ
と
に
つ

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
現
在
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
規
模
感

で
あ
っ
た
り
配
置
の
検
討

を
行
な
う
た
め
、
出
店
希

望
テ
ナ
ン
ト
な
ど
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
把
握
を
行

な
っ
て
い
る
旨
、
伺
っ
て

い
る
。

問
解
体
期
間
は
、
ど
れ

く
ら
い
か
か
る
の

か
、
ま
た
、
整
地
も
含

め
て
の
工
事
期
間
は
、

ど
れ
く
ら
い
予
定
し
て

問
外
記
の
た
め
池
の
下

流
は
毎
年
の
よ
う
に

水
害
が
発
生
し
て
い
る
。

洪
水
対
策
と
し
て
、
外

記
の
た
め
池
の
整
備
方

針
は
進
ん
で
い
る
か
。

答
産
業
課
長　
現
地
踏

査
、
測
量
な
ど
、
実

質
的
な
計
画
を
策
定
し
て

問
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
中
心
市
街
地

内
に
造
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
水
害
対
策
と
し
て
の

調
整
池
を
低
床
の
ス

ケ
ー
ド
ボ
ー
ド
場
を
併

用
し
た
競
技
場
を
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
大
雨
ご

と
に
流
入
す
る
土
砂

い
く
が
、
た
め
池
の
洪
水

調
整
機
能
の
強
化
対
策
を

す
る
内
容
で
、
貯
水
調
整

機
能
の
増
加
と
、
低
水
管

理
の
実
現
、
緊
急
放
流

ゲ
ー
ト
設
置
に
よ
る
事
前

排
水
の
対
応
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

な
ど
が
堆
積
す
る
た
め
堆

積
物
撤
去
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
調
整
池
を
ス

ケ
ー
ド
ボ
ー
ド
場
と
し
て

使
用
す
る
の
は
安
全
上
、

管
理
上
、
支
障
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

要望
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が

あ
る
と
思
う
が
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
、
合
同

会
社
内
で
議
題
と
し
て

取
り
上
げ
て
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

計
画
を
策
定
中

外
記
た
め
池
の
整
備
方
針
は

支
障
が
あ
る

調
整
池
を
競
技
場
と
併
用
し
て
は

田中　静雄 議員
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一
般
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
状
況
と
11

歳
以
下
の
接
種
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
令

和
３
年
11
月
３0
日
の

２
回
目
接
種
率
は
、
12

歳
～
1９
歳
72
・
１
％
、

20
歳
～
2９
歳
72
％
、
３0

歳
～
３９
歳
7５
・
９
％
、

４0
歳
～
４９
歳
８1
・
１
％
、

５0
歳
～
５９
歳
８６
・
９
％
、

６0
歳
～
６４
歳
８８
・
５
％
、

６５
歳
以
上
は
９2
・
３
％

と
な
っ
て
い
て
、
全
体

で
は
、１
回
目
7４・
１
％
、

２
回
目
7３
・
１
％
の
接

種
率
と
な
っ
て
い
る
。

５
歳
以
上
11
歳
以
下
は
、

接
種
を
行
な
う
場
合
に

問
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状

況
、
ま
た
報
奨
金
の

交
付
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
捕
獲
状

況
は
、
猟
友
会
に
よ

り
イ
ノ
シ
シ
22
頭
、
サ

ギ
類
１
羽
、
集
落
支
援

員
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
３

頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
４５
頭
、

イ
タ
チ
17
頭
、
タ
ヌ
キ

1４
頭
、
カ
ラ
ス
10
羽
を

駆
除
し
て
い
る
。
捕
獲

報
奨
金
は
、
猟
友
会
の

イ
ノ
シ
シ
22
頭
が
交
付

対
象
。
金
額
は
国
、
県

か
ら
イ
ノ
シ
シ
１
頭
１

万
２
，０
０
０
円
、
ア
ラ

イ
グ
マ
１
頭
３
，０
０
０

円
で
あ
る
。

問
町
内
の
有
害
鳥
獣
駆

除
の
担
い
手
と
し
て

町
内
の
有
志
の
人
へ
、

猟
友
会
の
登
録
補
助
等

の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
免
許
の

再
更
新
、
ま
た
登
録

は
、
２
回
接
種
を
行
な

う
実
施
体
制
及
び
接
種

実
施
医
療
機
関
の
確
保

を
自
治
体
へ
の
準
備
を

示
さ
れ
た
。

問
３
回
目
の
接
種
の
予

約
の
受
付
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、接
種
を
８
ヶ

月
よ
り
前
倒
し
を
言
わ

れ
て
い
る
が
。

答
健
康
福
祉
課
長　
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒

し
は
接
種
間
隔
を
原
則

８
ヶ
月
以
上
と
し
、
医

療
機
関
等
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
は
厚
生
労
働
省
に

相
談
し
た
上
で
、
６
ヶ

月
に
前
倒
し
が
で
き
る
。

す
る
費
用
は
補
助
は
し

て
い
な
い
。

問
銃
を
買
っ
て
も
３
年

間
使
っ
て
い
な
い

と
、
警
察
に
銃
を
返
納

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

銃
を
使
う
に
は
、
猟
友

会
に
登
録
す
る
か
、
ク

レ
ー
射
撃
で
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
猟
友
会

は
狩
猟
愛
好
家
の
団

体
と
思
っ
て
い
る
。
有

害
鳥
獣
の
駆
除
は
、
狩

猟
を
趣
味
と
し
て
い
る

人
に
お
願
い
し
て
い
る
。

ク
レ
ー
射
撃
も
趣
味
の

一
環
で
補
助
は
か
な
り

難
し
い
。

要望
有
害
鳥
獣
の
担
い
手

と
し
て
免
許
取
得
に

補
助
を
出
す
の
で
あ
れ

ば
、
駆
除
を
す
る
崇
高

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
も

し
れ
な
い
が
、
何
か
し

ら
の
補
助
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
３
回
目
の
接
種
時
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
６

割
、
モ
デ
ル
ナ
製
４
割

と
い
う
こ
と
だ
が
、
町

民
は
ワ
ク
チ
ン
を
選
べ

る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
３

回
目
の
接
種
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
の
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
す
る
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
と

モ
デ
ル
ナ
製
の
ワ
ク
チ

ン
が
混
在
す
る
。
そ
こ

で
、
ど
う
い
う
形
で
、

町
民
が
選
択
で
き
る
の

か
今
現
在
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
分
か
っ
た

段
階
で
、
町
民
に
は
分

か
り
や
す
い
形
で
広
報

し
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は

接
種
率
は
7３
・
１
％

有
害
鳥
獣
の
報
奨
金
は

猟
友
会
の
イ
ノ
シ
シ
22
頭

寺﨑　太彦 議員

ほ
か
に
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〇
線
虫
が
ん
検
査
へ
の
補
助
は
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
は

自
動
水
栓
等
の
準
備
を
進
め
て
い
る

活
動
に
必
要
な
装
備
品

を
消
防
団
の
経
費
で
緊

急
的
に
購
入
さ
れ
て
い

た
た
め
、
町
で
負
担
す

べ
き
と
し
て
９
月
議
会

で
問
う
て
い
た
が
。

答
総
務
課
長　
緊
急
時

の
支
出
に
関
し
、
補

助
金
要
綱
の
制
定
を
行

な
い
補
助
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
大
雨
時
の
冠
水
に
よ

り
、
一
部
の
地
域
が

孤
立
し
、
車
の
往
来
が

で
き
な
い
状
況
が
起

こ
っ
て
い
る
。
地
元
の

広
場
を
臨
時
的
な
駐
車

場
と
し
て
利
用
し
た
い

問
解
体
費
用
６
億
７
，

１
０
０
万
円
の
支
払

い
の
流
れ
は
。

答
創
生
室
長　
落
札
額

に
て
町
に
請
求
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し

支
払
い
を
す
る
。

問
落
札
し
た
業
者
は
発

注
会
社
の
業
務
執
行

社
員
で
あ
る
。
適
切
な

入
札
が
あ
っ
た
の
か
疑

念
を
持
つ
人
も
お
ら
れ

お
り
、
そ
の
検
討
結
果

を
具
現
化
す
る
た
め
準

備
を
進
め
て
い
る
。

答
町
長　
手
洗
い
場
の

多
様
な
使
い
方
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
便
器
に

付
帯
す
る
エ
コ
便
器
等

の
更
新
で
考
え
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

る
の
で
、
そ
の
点
に
つ

い
て
町
の
見
解
は
。

答
創
生
室
長　
業
務
執

行
社
員
と
会
社
間
で

行
な
わ
れ
る
契
約
の
場

合
、
利
益
相
反
行
為
に

該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
こ
の
利
益
相
反

行
為
に
つ
い
て
は
契
約

の
相
手
側
と
な
る
社
員

を
除
い
て
過
半
数
の
社

員
の
同
意
を
得
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
社
員
総
会

を
開
催
し
同
意
が
得
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
適
正

な
入
札
を
し
て
い
る
。

要望
必
要
性
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
早
急
に
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
い
う
意
見
も
あ
る
が

町
の
考
え
は
。

答
建
設
課
長　
地
元
か

ら
正
式
に
要
望
書
が

出
た
の
で
、
そ
の
際
に

区
長
を
交
え
て
話
を
し

た
。問

そ
の
駐
車
場
整
備
に

対
し
、
町
は
ど
の
よ

う
な
負
担
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
建
設
課
長　
道
路
嵩

上
げ
に
伴
い
広
場
も

嵩
上
げ
を
行
な
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
地
元

と
十
分
な
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

要望
大
雨
時
に
お
け
る
町

南
部
の
状
況
は
町
全

体
の
問
題
と
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

冠
水
を
な
く
す
こ
と
は

難
し
い
と
思
う
が
、
最

善
策
を
考
え
て
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

問
８
月
の
豪
雨
時
に
お

い
て
床
下
浸
水
被
害

に
遭
わ
れ
た
11
件
の

方
々
に
対
し
、
災
害
見

舞
金
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
９
月

議
会
で
お
願
い
し
て
い

た
が
。

答
町
長　
県
内
で
は
全

壊
、
床
上
浸
水
、
床

下
浸
水
に
分
け
て
給
付

す
る
自
治
体
も
あ
る
の

で
、
こ
う
し
た
事
例
を

確
認
し
な
が
ら
令
和
４

年
度
の
当
初
予
算
で
の

計
上
を
考
え
て
い
る
。

問
８
月
の
豪
雨
時
の
防

災
活
動
に
お
い
て
、

問
８
月
の
臨
時
議
会
で

旧
イ
オ
ン
の
建
物
の

解
体
と
杭
の
撤
去
等
の

費
用
で
約
1４
億
円
が
計

上
さ
れ
た
が
そ
の
進
捗

状
況
は
。

答
創
生
室
長　
解
体
工

事
は
牟
田
・
中
山
特

定
建
設
共
同
事
業
体
の

代
表
事
業
者
で
あ
る
牟

田
建
設
㈱
が
落
札
し
た
。

問
学
校
な
ど
の
教
育
施

設
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
の
感
染
防
止

対
策
を
強
く
望
ま
れ
て

い
る
。蛇
口
の
水
栓
タ
ッ

チ
レ
ス
化
は
感
染
防
止

に
有
効
と
考
え
る
が
。

答
教
育
長　
自
動
水
栓

に
つ
い
て
は
年
度
当

初
か
ら
協
議
を
重
ね
て

原　直弘 議員

旧
イ
オ
ン
建
物
解
体
の
進
捗
は

牟
田
・
中
山
特
定
建
設
共
同
事
業
体
が
受
注

床
下
浸
水
被
害
に
対
す
る
災

害
見
舞
金
の
支
給
は

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
で
計
上
予
定
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い
う
こ
と
で
、
基
本
的

に
は
持
ち
出
し
が
０
に

な
る
と
い
う
仕
組
み
。

近
隣
の
市
町
に
つ
い
て

も
、
実
績
等
が
あ
り
、

今
検
討
を
進
め
て
い
る
。

答
町
長　
周
辺
の
市
町

で
は
、
交
流
施
設
等

を
そ
の
中
に
設
け
た
り
、

様
々
な
機
能
を
設
け
る

こ
と
は
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
よ
り
転
入
者
、

そ
し
て
若
い
世
代
の
人
、

町
内
の
方
々
が
住
み
や

す
い
、
そ
う
い
う
場
所

を
目
指
し
て
い
く
こ
と

は
、
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
、
そ
う
し
た
魅

力
あ
る
拠
点
を
つ
く
っ

て
行
く
こ
と
に
資
す
る

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
、
解

体
の
進
捗
は
。

答
創
生
室
長　
解
体
作

業
に
着
手
し
て
い
る

が
、
並
行
し
て
配
置
計

画
の
作
成
に
着
手
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

解
体
に
つ
い
て
は
、
立

体
駐
車
場
等
か
ら
の
着

手
を
行
な
い
、
店
舗
等

の
解
体
と
い
う
具
合
に

進
め
て
い
く
予
定
と

伺
っ
て
い
る
。

問
並
行
し
て
配
置
計
画

を
作
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

備
わ
る
機
能
に
つ
い
て

は
確
定
し
て
い
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
出
店
意

欲
の
あ
る
事
業
者
も

自
社
に
持
ち
帰
っ
て
出

店
の
決
議
を
採
る
。
な

の
で
、
そ
こ
が
得
ら
れ

る
ま
で
は
、
決
定
と
い

う
形
に
な
ら
な
い
が
、

意
欲
あ
る
事
業
者
の
意

向
を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ

で
の
計
画
は
着
々
と
煮

詰
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
形
で
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

問
定
住
促
進
住
宅
の
進

捗
は
。

答
創
生
室
長　
定
住
促

進
住
宅
に
関
し
て

は
、
検
討
し
て
い
る
補

助
金
の
性
格
な
ど
を
考

慮
し
、
他
方
式
の
導
入

検
討
を
行
な
っ
て
い
る

旨
、
伺
っ
て
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
対
応
と

い
う
よ
う
な
話
が
先
ほ

ど
出
て
い
た
が
、
定
住

促
進
住
宅
に
関
し
て
は
、

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
方
式
で
は
な

く
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
決
定

し
た
と
い
う
こ
と
で
よ

い
か
。

答
創
生
室
長　
最
終
的

に
は
、
合
同
会
社
内

で
の
決
定
が
必
要
に
な

る
と
思
う
が
、
そ
う
い

う
方
向
で
議
論
が
進
ん

で
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
に
関

し
て
は
、
町
費
０
を

な
る
べ
く
目
指
し
て
い

く
と
説
明
さ
れ
た
と
思

う
が
、
そ
う
い
う
意
味

で
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
が
よ

い
の
か
。

答
副
町
長　
町
費
０
に

近
づ
く
と
い
う
の

は
、
全
国
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

出
て
い
る
。
仕
組
み
と

し
て
は
、
国
が
４５
％
の

建
設
費
、
ま
た
維
持
管

理
費
に
か
け
る
費
用
に

つ
い
て
補
助
を
出
す
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

の
残
り
に
つ
い
て
は
３0

年
で
町
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
工
事

業
者
に
払
っ
て
い
く
仕

組
み
な
の
で
、
基
本
的

に
家
賃
を
集
め
た
も
の

か
ら
返
済
し
て
い
く
と

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

立
体
駐
車
場
等
か
ら
解
体

ほ
か
に

○�

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

解体工事が始まった旧イオン

原田　希 議員

定
住
促
進
住
宅
の
建
設
は

よ
り
有
利
な
方
法
を
模
索
中
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問
災
害
支
援
と
し
て
、

９
月
議
会
で
上
程
さ

れ
た
農
業
経
営
収
入
保

険
制
度
支
援
対
策
補
助

金
の
現
在
の
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
10
月
８

日
に
補
助
金
交
付
要

綱
を
制
定
し
施
行
し
た
。

案
内
チ
ラ
シ
を
作
り
、

Ｊ
Ａ
生
産
組
合
長
会
議

な
ど
で
周
知
を
図
り
、

12
月
末
ま
で
が
加
入
手

続
き
の
期
限
と
な
っ
て

い
る
。
加
入
者
の
確
定

に
よ
り
補
助
金
申
請
の

案
内
を
行
い
、
申
請
を

取
り
ま
と
め
て
補
助
金

を
交
付
す
る
計
画
と
な

る
。

問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
に
つ
い

て
、
現
在
の
進
捗
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
総
務
課
長　
上
峰
町

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
要
綱
制
定

が
ほ
ぼ
完
成
し
、
受
付

体
制
の
検
討
を
行
な
っ

て
い
る
。
令
和
３
年
12

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
規
模

感
や
配
置
の
検
討
を
行

な
う
た
め
、
出
店
希
望
テ

問
本
件
の
問
合
せ
や
申

込
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
今
把
握

し
て
い
る
数
字
は
、

前
年
度
３
名
増
の
８
名

が
現
在
の
加
入
受
付
数

と
な
る
。
問
合
せ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
農
業
共

済
組
合
が
各
戸
訪
問
を

行
な
う
折
に
話
を
さ
れ

た
り
、
他
市
町
で
は
説

明
会
等
も
行
わ
れ
て
い

る
。問

承
継
課
題
解
決
の
支

援
と
し
て
、
人
・
農

プ
ラ
ン
の
進
捗
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
産
業
課
長　
人
・
農

地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

月
20
日
に
施
行
す
る
予

定
。要望

本
制
度
の
導
入
後
は

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
町
民

の
人
が
増
え
る
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
の
で
、
各

課
で
業
務
を
さ
れ
る
際

に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々

に
関
す
る
考
慮
を
お
願

い
す
る
。

ナ
ン
ト
な
ど
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
把
握
を
行
な
っ

て
い
る
旨
伺
っ
て
い
る
。

解
体
作
業
に
着
手
し
て
い

る
が
、把
握
し
た
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
等
を
積
み
上
げ
、

並
行
し
て
配
置
計
画
の

作
成
に
着
手
し
て
い
く

予
定
と
し
て
い
る
。

は
、
地
域
の
持
続
可
能

な
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

地
域
状
況
の
可
視
化
、

地
域
で
の
話
し
合
い
、

取
り
ま
と
め
公
表
の
４

つ
の
段
階
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
の
意
見
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
農

業
利
用
を
担
う
経
営
体

の
あ
り
方
を
集
落
ご
と

に
明
確
に
す
る
実
質
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
に
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
地
域
情
報

可
視
化
の
工
程
は
終
了

し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
状
況
や
農
繁
期
等
を

鑑
み
、
適
切
な
実
施
時

期
に
つ
い
て
、
農
業
委

員
会
を
は
じ
め
、
関
係

各
所
と
協
議
を
行
な
っ

て
い
る
。
こ
の
実
質
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
担
い
手
の
確
保
だ

け
で
な
く
、
根
本
的
解

決
策
と
し
て
新
た
な
農

業
の
形
に
つ
い
て
な
ど

も
、
多
角
的
に
多
く
の

意
見
を
選
択
肢
と
し
て

取
り
ま
と
め
る
た
め
に

地
域
で
の
話
し
合
い
は
、

参
加
し
や
す
い
タ
イ
ミ
ン

グ
、
開
催
方
法
で
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
集
約
化
し
た
情
報
に

対
し
て
プ
ラ
ン
を
検

討
し
た
時
に
、
今
後
は

農
地
中
間
管
理
機
構
と

共
に
や
っ
て
い
か
れ
る

よ
う
な
形
に
な
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
農
地
の

賃
貸
借
に
つ
い
て
借

り
や
す
い
よ
う
な
内
容

の
土
地
交
換
な
ど
農
地

中
間
管
理
機
構
を
交
え

て
行
な
っ
て
い
く
よ
う

な
流
れ
と
な
る
。

要望
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

活
用
し
農
業
の
承
継

課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
の
で
、
昨
今

の
状
況
で
は
難
し
い
と

思
う
が
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
が
明
け
て
か
ら
は
、

是
非
と
も
円
滑
に
進
捗

さ
せ
る
よ
う
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
。

承
継
問
題
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

農
業
の
課
題
解
決
支
援
の
取
り
組
み
は

令
和
３
年
12
月
20
日
に
施
行
予
定

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
進
捗
は

解
体
と
並
行
し
配
置
計
画
に
着
手
予
定

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

ほ
か
に

○�

農
業
の
所
得
向
上
の
考
え
は

鈴木　千春 議員
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一
般
質
問

問
町
の
資
産
を
有
効
活

用
す
べ
き
と
い
う
観

点
か
ら
、
町
が
保
有
す

る
土
地
や
建
物
等
に
つ

い
て
、
近
い
将
来
従
来

の
役
割
を
終
え
る
も
の
、

ま
た
は
既
に
終
え
た
も

の
を
再
度
活
用
す
る
計

画
が
何
か
あ
る
か
。

答
財
政
課
長　
平
成
2８

年
度
策
定
の
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の

中
で
は
利
活
用
に
つ
い
て

明
記
し
て
い
る
も
の
は
な

い
が
、
そ
の
後
策
定
し
た

個
別
施
設
計
画
に
お
い

て
は
社
会
体
育
施
設
に

つ
い
て
は
再
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
町
営
住

宅
等
に
つ
い
て
は
長
寿
命

化
計
画
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
今
年
度
見

直
し
の
更
新
年
度
。
今

後
役
割
を
終
え
る
よ
う

な
施
設
等
が
あ
れ
ば
管

理
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

問
イ
オ
ン
跡
地
に
体
育

館
が
造
ら
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
空
い
た
社
会

体
育
館
が
フ
ッ
ト
サ
ル

が
で
き
る
よ
う
な
場
所

と
し
て
検
討
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

答
町
長　
公
共
が
公
設

で
そ
の
ま
ま
維
持
管

理
を
し
な
が
ら
と
い
う

考
え
は
今
は
持
っ
て
い

な
い
。
既
存
の
ス
ト
ッ

ク
に
つ
い
て
は
集
約
化

を
し
な
が
ら
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

問
消
防
団
第
３
部
格
納

庫
の
移
転
が
終
わ
っ

た
ら
、
地
元
の
上
坊
所

地
区
か
ら
同
格
納
庫
を

使
用
さ
せ
て
も
ら
え
な

い
か
と
相
談
が
あ
っ
て

い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

答
町
長　
建
築
基
準
法

上
の
ど
う
い
う
状
況

に
あ
る
か
を
調
べ
た
後

返
答
す
る
。

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
町
の
情
報

発
信
、
受
信
に
非
常

に
有
効
活
用
で
き
る
も

の
だ
と
思
う
。
和
歌
山

県
橋
本
市
で
は
市
の
公

式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト

を
利
用
し
、
管
理
す
る

道
路
や
公
園
施
設
の
破

損
や
陥
没
な
ど
の
情
報

提
供
を
住
民
か
ら
受
け

付
け
て
い
る
。
今
年
の

話
だ
が
、
上
坊
所
地
区

の
人
か
ら
、『
道
路
の
陥

没
穴
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

車
輪
が
は
ま
り
、
乗
っ

て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
飛

び
出
し
て
落
ち
て
し

ま
っ
た
。』
と
連
絡
が
あ

問
上
峰
町
の
事
業
の
や

り
方
は
委
託
が
非
常

に
多
い
。
特
に
大
型
事

業
に
関
し
て
そ
う
で
あ

る
。
委
託
が
全
て
悪
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
た

だ
、
問
題
と
な
る
の
は

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
や

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
等
の
金
額
が
数
千
万

円
、数
億
円
、数
十
億
円
、

こ
う
い
っ
た
大
き
な
金

額
の
も
の
で
、
議
案
を

審
議
し
よ
う
に
も
、『
そ

の
事
業
は
委
託
先
に
任

せ
て
い
る
の
で
、
議
会

で
答
弁
す
る
も
の
が
な

い
。』
と
い
う
こ
と
が
町

長
の
答
弁
に
多
々
あ
っ

た
。
こ
れ
で
は
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答
町
長　
委
託
と
し
て

事
業
契
約
し
て
い
る

以
上
、
仕
様
を
作
っ
て

い
る
。
仕
様
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
は
可
能
だ
が
、

細
か
な
こ
と
は
把
握
し

り
、
緊
急
性
を
感
じ
た

の
で
す
ぐ
に
建
設
課
に

対
応
を
依
頼
し
た
。

　

今
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

簡
単
に
写
真
が
送
信
で

き
る
の
で
、
町
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
が
作
ら
れ
た
ら
非
常

に
有
益
だ
と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　

町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

も
各
課
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
公
開
し
て
い
る

の
で
、
そ
ち
ら
の
方
に

メ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
い

て
添
付
で
送
る
と
い
う

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

補
助
金
は
補
助
運
営
先

が
事
業
主
体
。
ま
た
企

業
は
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
お
持
ち
で
法
人
等
の

競
争
上
、
事
業
運
営
上

の
地
位
が
損
な
わ
れ
る
よ

う
な
答
弁
は
で
き
な
い
。

問
そ
う
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
こ
こ
で
い
っ

て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ

け
の
予
算
を
か
け
て
行

な
っ
た
委
託
事
業
に
つ

い
て
評
価
を
し
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

答
町
長　
誤
導
に
つ
な

が
る
よ
う
な
発
言
は

訂
正
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
暫

時
休
憩
を
い
た
だ
き
た

い
。

【
質
問
時
間
90
分
を
超
過

す
る
た
め
暫
時
休
憩
は

な
し
】

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
を

メ
ー
ル
で
対
応

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

至
ら
な
い
点
は
改
善
し
て
い
く

大川　徹也 議員

町
資
産
利
活
用
の
計
画
は

役
割
を
終
え
る
施
設
等
が
あ
れ
ば
計
画
す
る
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子
ど
も
議
会 minecaの金額について

・現時点では… 一律5,000円
・上峰町の住民は9,411人（R2.10.1現在）
・使用されている金額は…
・9,411×5,000＝47,055,000円

minecaの配付金額を変更しても…？

・未就学者656名
・656×3,000＝1,968,000円
・小中高校生1,724名
・1,724×4,000＝6,896,000円
・19歳以上7,031名
・7,031×5,500＝38,670,500円
・すべて足すと…47,534,500円
・一律5,000円の場合と53万しか違わない！

minecaは上峰町の地域経済活性化に貢献
中学生にも好評！

もっと使いやすくしてほしい

（１） 年齢で配付金額に差を付けることで、
経済効果をさらに高める

（２） 飲食店のテイクアウト、ネットショッ
プに対応することでさらに使いやす
く

新型コロナウイルス対策を強化できる

議案第１号（財政コース）補足説明

子ども議会
上峰中学校

議
長
役　
今
村　
唯
菜

　
十
一
月
十
日
に
子
ど
も
議
会

が
あ
り
、
私
は
議
長
役
を
務
め

ま
し
た
。
各
議
題
を
一
人
一
人

違
っ
た
観
点
か
ら
意
見
討
論
し
、

理
解
を
深
め
合
い
、
採
決
を
と

り
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
初
め
て

入
室
し
た
議
場
で
、
い
つ
も
と

違
う
雰
囲
気
に
緊
張
し
、
進
行

が
早
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
一
週
間
後
に
迎
え
た
本
番
で

は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
一
回
通
し

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
わ
り

と
落
ち
着
い
て
議
事
を
す
す
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。リ
ハ
ー

サ
ル
と
本
番
と
で
採
決
の
結
果

が
異
な
っ
た
の
は
、
リ
ハ
ー
サ

ル
を
通
し
て
一
人
一
人
が
上
峰

町
に
つ
い
て
再
び
真
剣
に
考
え

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
賛
成

の
意
見
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対

の
意
見
、
様
々
な
意
見
が
た
く

さ
ん
飛
び
交
う
こ
と
で
、
よ
り

興
味
深
い
議
論
に
な
っ
て
い
く

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
は
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
議
会
討

論
や
地
方
自
治
に
つ
い
て
、
身

産
業
課
長
役　
平
井　
香
凜

　
私
は
産
業
課
長
と
し
て
子
ど

も
議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
上

峰
町
に
はm

ineca

が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
も
っ
と
活
用
し
て

上
峰
町
の
財
政
が
よ
り
よ
く
な

る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
話
し
合

い
、
条
例
案
を
考
え
ま
し
た
。

実
際
に
役
場
の
方
に
話
を
聞
く

と
、m

ineca

が
多
く
使
用
さ
れ

た
場
所
や
総
額
な
ど
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
議
会
は
、
実
際

の
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

番
当
日
、
私
は
条
例
案
の
補
足

説
明
と
議
員
の
質
疑
に
対
す
る

答
弁
を
担
当
し
ま
し
た
。
補
足

説
明
で
は
、
初
め
て
聞
く
人
で

議
案
第
１
号

財
政
コ
ー
ス

を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、

上
峰
町
の
よ
り
よ
い
町
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

議
長
役　
古
賀　
怜
奈

　
私
は
子
ど
も
議
会
で
議
長
役

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
実

際
に
自
分
た
ち
で
条
例
を
つ
く

り
、
討
論
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
、
議
員
が
多
く
の
こ

と
に
目
を
通
し
、
私
た
ち
の
生

活
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
町

民
が
意
見
を
持
つ
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
議
長

だ
っ
た
の
で
、
議
場
で
自
分
の

意
見
を
主
張
す
る
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
進
行
し
て

い
く
中
で
条
例
の
採
決
の
様
子

を
見
て
い
て
一
人
一
人
の
意
見

で
よ
り
良
い
町
が
つ
く
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
地
方
自
治
に
自
分

た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
人
一
人
の
意
見
が
あ
っ

て
、
議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い

る
か
ら
上
峰
町
が
よ
り
良
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
自
分
の
街
に
つ
い
て
も
っ

と
学
び
、
小
さ
な
こ
と
で
も
自

分
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
今

回
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
何

度
も
文
章
を
考
え
て
、
当
日
は

ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
話
す
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
会
に
参
加
し
て
、

上
峰
町
の
こ
と
や
財
政
に
つ
い

て
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
町
民
だ

よ
り
な
ど
も
見
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

６
番
議
員
役　
増
岡
ひ
よ
り

　

私
は
子
ど
も
議
会
で
、
議
員

役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
上
峰
町
の
経
済
を
活
性

化
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

条
例
を
提
案
す
る
か
、
ま
た
皆

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
話

の
内
容
を
工
夫
す
る
な
ど
、
同

じ
グ
ル
ー
プ
の
平
井
さ
ん
と
何

度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
人
に
自

分
の
思
い
を
伝
え
る
大
変
さ
が

身
に
し
み
て
感
じ
ら
れ
、
今
後

に
生
か
せ
る
大
事
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

実
を
い
う
と
、
私
は
子
ど
も
議

会
に
対
し
て
正
直
興
味
が
な
く
、

議
会
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
の
か
さ
え
も
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
条
例

案
の
内
容
を
考
え
て
い
く
う
ち

に
、
議
会
を
開
い
て
話
し
合
う

こ
と
は
、
物
事
を
決
め
る
上
で

必
要
不
可
欠
だ
と
感
じ
ら
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
課
長

や
議
員
が
、
一
つ
の
意
見
に
熱

心
に
向
き
合
い
、
改
善
点
や
賛

成
・
反
対
案
を
出
し
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
議

会
を
終
え
、
今
ま
で
よ
り
も
政

治
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
議
会

で
未
来
を
背
負
う
私
た
ち
が
上

峰
町
へ
の
関
心
を
高
め
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
思
い

を
忘
れ
ず
、
上
峰
町
か
ら
視
野

を
広
げ
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

議長　今村唯菜 議長　古賀怜奈
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子
ど
も
議
会

　　生活の中で感じたこと
　　　・道路が狭い
　　　・草が生い茂った土地が目立つ
　　　・川が汚れている

手が付けられていない場所が多く、危険

（１）道路の老朽化を把握し、早期に修繕を
（２）歩道の草を年に１回除草
（３） 歩道がない町道に、歩行者専用の色を

付ける

上峰小前の歩道では拡張工事が行われている

最初は「防災対策が不十分」という印象

調べてみると、防災行政無線など

さまざまな対策が行われていた

町の防災対策が、町民に

十分伝わっていない！

（１）回覧板などで防災対策を周知

（２）防災マップに防災対策を掲載

※上峰町防災マップはこちら

議案第２号（防災コース）補足説明

議案第３号（環境整備コース）補足説明

総
務
課
長
役　
石
橋　
美
空

　

私
た
ち
防
災
コ
ー
ス
は
、
人

数
が
他
の
コ
ー
ス
よ
り
少
な
く
、

案
も
中
々
で
な
く
て
大
変
で
し

た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、

災
害
が
起
き
た
と
き
の
対
策
な

ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
次
々
と
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
上
峰
町
が
住
民
の
こ

と
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
く
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
本
番
は
、
私
た

ち
防
災
コ
ー
ス
が
一
生
懸
命
に

考
え
た
案
が
、
他
の
人
た
ち
に

伝
わ
る
か
心
配
で
し
た
。
質
疑

応
答
の
時
間
に
は
、
た
く
さ
ん

の
質
問
を
さ
れ
て
、
少
し
慌
て

議
案
第
２
号

防
災
コ
ー
ス

建
設
課
長
役　
石
山　
精
玲

　

私
は
、
建
設
課
長
と
し
て
子

ど
も
議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
か
ら
、
上
峰
町
の
環
境
に

つ
い
て
改
善
し
た
い
点
が
あ
り
、

環
境
整
備
コ
ー
ス
で
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
草
が
生

い
茂
る
歩
道
や
、
通
る
に
は
狭

く
て
危
険
な
場
所
な
ど
、
調
べ

て
み
る
と
、
私
が
感
じ
て
い
た

こ
と
以
上
の
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
自
ら
足

を
運
び
状
況
を
確
認
し
、
役
場

の
方
に
質
問
を
し
、
上
峰
町
に

あ
る
べ
き
環
境
整
備
の
条
例
を

考
案
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
質
疑
で
は
、
み
ん
な

が
過
ご
し
や
す
い
町
づ
く
り
に

議
案
第
３
号

環
境
整
備
コ
ー
ス

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
つ
一
つ
の
質
問
に
し
っ

か
り
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
議
案
は
残
念
な

が
ら
否
決
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
ま
で
必
死
に
調
べ

て
き
た
防
災
対
策
を
、
し
っ
か

り
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
め
て
い

け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
あ

き
ら
め
ず
頑
張
り
ま
す
。
子
ど

も
議
会
に
出
て
、
上
峰
町
を
今

ま
で
以
上
に
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
上
峰
町
民
の
一

員
と
し
て
、
上
峰
町
が
も
っ
と

良
い
町
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

３
番
議
員
役　
栁　
羅
維
蔵

　

私
は
今
日
、
子
ど
も
議
会
で

議
員
役
を
務
め
、
上
峰
町
に
今

何
が
不
足
し
て
い
る
か
、
何
が

充
実
し
て
い
る
か
を
、
真
剣
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
い
て
、
手
立
て
を
考
え
る
こ

と
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
本
番

で
は
、
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
活
動
を
通
し
、
議
会
の

大
変
さ
や
、
私
が
住
む
町
の
こ

と
を
よ
く
知
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
上
峰
町
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

７
番
議
員
役　
荒
木　
陽
菜

　

私
は
、
子
ど
も
議
会
で
七
番

議
員
役
を
務
め
ま
し
た
。
最
初
、

条
例
案
に
対
す
る
質
疑
を
考
え

る
時
、
な
か
な
か
良
い
案
が
浮

か
ば
ず
、
他
の
議
員
役
や
課
長

役
の
友
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

　
本
番
前
と
同
じ
よ
う
に
議
場

で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
と
き
、

と
て
も
緊
張
し
て
、早
口
に
な
っ

私
は
、
中
学
校
の
公
民
の
授
業

で
議
会
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
議
会
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
か
を
知
り
ま
し

た
が
、
自
分
が
実
際
に
議
員
と

し
て
議
会
に
参
加
し
て
み
る
と
、

新
し
い
気
づ
き
が
い
く
つ
も
あ

り
、驚
き
ま
し
た
。ま
た
、リ
ハ
ー

サ
ル
ま
で
何
度
も
練
習
を
し
た

の
に
、
本
番
で
は
緊
張
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
言
い
間
違

え
た
り
、
自
分
が
次
に
言
う
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
、

失
敗
を
た
く
さ
ん
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
頑
張
っ
た
分
、

終
わ
っ
た
後
の
達
成
感
は
と
て

も
大
き
か
っ
た
で
す
。
議
会
で

他
の
グ
ル
ー
プ
の
提
案
を
聞
い

て
い
る
と
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
や
、
自
分
の
中
で
は
、

あ
ま
り
問
題
視
し
て
い
な
い
こ

と
が
議
題
と
し
て
あ
が
っ
て
い

た
の
で
、
も
っ
と
上
峰
町
の
こ

と
に
つ
い
て
調
べ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
議
会
で

経
験
し
た
こ
と
を
自
分
が
社
会

に
出
た
と
き
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

て
し
ま
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ

ル
後
、
新
た
な
課
題
を
見
つ
け

て
、
本
番
ま
で
に
改
善
で
き
る

よ
う
、
学
校
で
話
し
合
い
を
重

ね
ま
し
た
。
ま
た
、
聞
き
と
り

や
す
い
質
疑
応
答
に
な
る
よ
う
、

繰
り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
そ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
を
出
せ
て
、
と
て

も
良
い
も
の
に
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、

上
峰
町
の
議
会
や
政
治
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し

た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
や
経
験

し
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
将

来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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子
ど
も
議
会

　　上峰町は教育支援が充実
　　　・小学校の入学祝い金
　　　・スタディークーポン
　　　・１人１台のタブレット端末

　　一方で改善してほしい点も
　　　・ スタディークーポンが中学２年生

に未配布　など

町の教育環境をさらに良くしてほしい！

（１） 学習に関するアプリを生徒が活用でき
るようにする

（２） タブレットを自宅学習で使えるよう環
境を整備

（３）生徒は自宅学習にタブレットを活用

議案第４号（教育コース）補足説明

公開された上峰小のオンライン授業
2020年10月

議案第５号（地域振興コース）補足説明

地域経済の中心的存在だったイオン跡地

をどう活用するかは、将来のまちづくり

に大きく影響する

イオン跡地活用の方向性

　・ 外国人を含め、すべての町民が集える

にぎわいのある場所に

　・ 子ども世代を含め、幅広い世代が楽し

める場所に

　・町の活性化の起点になる場所に

（１）複合施設に多様な機能を持たせる

　　   塾、保健センター、道の駅、アスレチッ

ク施設、多国籍食堂など

（２） 町のブランド製品を開発し、販売する

店舗を開設

教
育
課
長
役　
寺
﨑　
莉
乃

　

私
は
今
回
、
子
ど
も
議
会
で

教
育
課
長
役
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
上
峰
町
に
他
の
町
と
は

違
う
た
く
さ
ん
の
優
遇
さ
れ
た

と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
と
同

時
に
、
上
峰
町
の
こ
れ
か
ら
の

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
他

の
中
学
生
に
は
で
き
な
い
よ
う

な
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
議
会
の
準

備
は
、
三
年
生
の
一
学
期
か
ら

始
ま
っ
て
、
五
十
種
類
近
く
あ

る
中
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
し
ぼ
っ

て
い
っ
て
、
上
峰
町
が
今
最
も

必
要
だ
と
思
う
条
例
を
み
ん
な

で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
本
番
で
は
、
練

議
案
第
４
号

教
育
コ
ー
ス

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
室
長
役　

安
永　
　
叶

　
私
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
室
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。子
ど
も
議
会
本
番
、

ま
た
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
中
で

３
つ
の
こ
と
を
頑
張
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
上
峰
町
に
つ
い

て
知
る
こ
と
で
す
。
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
室
の
方
に
疑

問
点
を
質
問
し
、
自
分
た
ち
の

意
見
を
提
案
す
る
中
で
、
町
が

努
力
し
て
い
る
点
や
改
善
点
を

更
に
深
く
知
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
イ
オ
ン
跡
地
の
再

開
発
に
つ
い
て
「
子
ど
も
や
お
年

寄
り
、
外
国
人
も
集
え
る
憩
い
の

場
所
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

議
案
第
５
号

地
域
振
興
コ
ー
ス

習
の
時
よ
り
噛
ん
だ
り
、
読
み

間
違
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
け
ど
、
一
生
懸
命
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
、

子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、
私
た

ち
は
、
上
峰
町
に
住
ん
で
い
る

の
に
、
上
峰
町
の
こ
と
を
全
く

分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

上
峰
町
に
つ
い
て
学
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

１
番
議
員
役　
東
島　
怜
央

　

私
は
、
子
ど
も
議
会
で
一
番

議
員
を
務
め
ま
し
た
。
今
回
の

子
ど
も
議
会
は
人
生
で
め
っ
た

に
で
き
な
い
体
験
だ
と
思
っ
た

の
で
非
常
に
い
い
体
験
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
議
員
役
の
仕
事
で
あ
る
各

コ
ー
ス
に
対
す
る
質
問
や
、
私

は
教
育
コ
ー
ス
で
活
動
し
て
い

た
の
で
討
論
の
時
に
教
育
コ
ー

た
こ
と
で
す
。
自
然
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
、
上
峰
ブ
ラ
ン
ド
の
改

良
や
健
康
増
進
施
設
、
教
育
施

設
な
ど
、「
色
々
な
店
や
施
設
が

集
ま
る
場
所
」を
提
案
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
室
長
役
と
し
て

務
め
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
す
。
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、
補
足
説
明
を
し
た
り
、

質
疑
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
答

え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
政

治
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

２
番
議
員
役　
中
島　
俊
輔

　

私
は
子
ど
も
議
会
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

上
峰
町
の
良
い
点
や
課
題
点
を

考
え
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
も
と

に
、
み
ん
な
で
作
成
し
た
条
例

案
に
は
、
上
峰
町
の
未
来
を
見

据
え
、「
誰
も
が
過
ご
し
や
す
い

ス
に
対
す
る
賛
成
意
見
、
ま
た
、

他
の
コ
ー
ス
に
対
す
る
反
対
意

見
を
考
え
ま
し
た
。
最
初
は
質

問
が
ま
っ
た
く
思
い
浮
か
ば
ず

に
、
本
番
ま
で
に
ち
ゃ
ん
と
質

問
を
考
え
ら
れ
る
か
心
配
で
し

た
。
で
す
が
、
放
課
後
な
ど
を

利
用
し
、
子
ど
も
議
会
に
一
緒

に
出
た
人
や
先
生
た
ち
と
話
し

合
い
、
な
ん
と
か
質
問
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
議
会
本
番
で
は
最
初
は
緊
張

し
た
け
ど
議
会
を
進
め
て
い
く

に
つ
れ
て
緊
張
し
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時

と
比
べ
て
大
き
な
声
で
言
う
こ

と
が
で
き
た
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル

で
は
言
え
な
か
っ
た
反
対
意
見

な
ど
を
し
っ
か
り
と
言
う
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
子

ど
も
議
会
を
通
し
て
、
私
は
全

然
上
峰
町
に
つ
い
て
知
ら
な

か
っ
た
と
思
い
、
ど
う
し
た
ら

上
峰
町
が
よ
り
よ
く
な
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
峰
町
に
対
し
て
興
味
が
よ
り

一
層
強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

町
づ
く
り
」
へ
の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
議

場
で
議
員
役
と
し
て
貴
重
な
経

験
を
し
ま
し
た
。
全
て
の
条
例

案
に
目
を
通
し
、
質
疑
を
行
う

際
に
は
、
自
分
の
納
得
の
い
く

ま
で
執
行
部
と
討
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
採
決

の
際
に
は
、
自
分
の
意
見
を
持

ち
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
事
前
の
リ
ハ
ー

サ
ル
と
は
違
う
意
見
や
採
決
結

果
に
な
り
驚
き
ま
し
た
が
、
考

え
が
深
ま
り
、
話
し
合
い
が
充

実
し
て
い
っ
た
結
果
な
の
だ
ろ

う
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
回
の

子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、
議
員

役
と
し
て
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
て
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
あ
る
条

例
や
、
採
決
の
際
の
自
分
の
一

票
の
重
み
も
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
子
ど
も

議
会
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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子
ど
も
議
会

議案第６号（国際交流コース）補足説明

生活の場での外国人と触れ合いが重要
多言語対応の看板が少ない

外国人が安心して暮らせる
上峰町になってほしい！

（１） 英語、中国語、韓国語の防災マップを
作成

（２） 作成した防災マップを町在住の外国人
に配布

（３）外国語の防災マップを町のHPに掲載

防災マップを外国語に対応（外国人の割合）
R2.1.1現在

町内の外国人の国籍割合

１　フィリピン　35％
２　中国　　　　32％
３　ベトナム　　13％
４　韓国　　　　 ７％
５　ミャンマー　 ６％
　　その他　　　 ７％

議案第７号（医療・介護・福祉コース）
補足説明

子どもの医療費助成制度（18歳まで）

・通院費は月２回まで上限500円

・入院費は上限1,000円

・調剤薬局は無料

町の医療制度は、中学生にとっても

大きな魅力

一方で高齢化が進み、高齢者の

負担軽減が課題

（１） 高齢者の医療費負担を18歳以下と同

額に

（２）町が高齢者の薬代を半額負担

総
務
課
長
役　
栗
山　
聡
花

　

私
は
今
回
、
子
ど
も
議
会
で

総
務
課
長
役
を
務
め
、
現
在
の

上
峰
町
の
状
況
に
つ
い
て
向
き

合
い
、
考
え
ま
し
た
。
は
じ
め

は
、
上
峰
町
の
国
際
交
流
に
つ

い
て
調
べ
ま
し
た
。
英
会
話
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
や
韓
国
交

流
な
ど
、
様
々
な
取
組
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
最
終
的

に
私
た
ち
が
提
案
し
た
条
例
案

は
、
外
国
語
の
防
災
マ
ッ
プ
作

成
で
す
。
こ
の
条
例
案
を
考
え

る
時
に
難
し
か
っ
た
の
は
、「
ど

う
や
っ
て
外
国
人
の
方
に
防
災

マ
ッ
プ
の
存
在
を
伝
え
る
か
」

で
し
た
。
作
成
す
る
ま
で
は
い

い
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
こ
と

ま
で
考
え
る
の
は
難
し
か
っ
た

議
案
第
６
号

国
際
交
流
コ
ー
ス

健
康
福
祉
課
長
役　
　
　
　

八
谷　
咲
希

　
最
初
は
私
に
こ
ん
な
大
役
、

務
ま
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
で

し
た
。
し
か
し
友
達
や
先
生
方

の
お
力
を
借
り
て
、
本
番
で
は

け
っ
こ
う
嚙
ん
だ
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
何
と
か
無
事
に
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
無
事

に
終
わ
っ
た
の
は
友
達
や
先
生

方
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
上
峰
町
の
こ
と
に
つ
い
て
深

く
調
べ
た
り
し
な
が
ら
、
ど
う

す
れ
ば
も
っ
と
上
峰
町
が
よ
く

な
る
の
か
な
と
か
今
の
上
峰
町

に
は
何
が
必
要
な
の
か
と
考
え

議
案
第
７
号

医
療
介
護
福
祉
コ
ー
ス

の
で
、
役
場
の
方
々
は
こ
う
い

う
部
分
ま
で
し
っ
か
り
考
え
て

ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
私
た
ち
の
案
は

否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
の
や
り
と
り
に
意
味
が
あ

る
か
ら
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
無
事

に
終
わ
っ
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
上
峰
町
を
も
っ

と
知
り
、
町
の
た
め
に
、
自
分

に
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

４
番
議
員
役　
於
保
夏
寿
沙

　
私
は
議
員
と
し
て
子
ど
も
議

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は

ま
ず
上
峰
町
を
調
べ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
、
自
分
の
住
む
町

の
こ
と
を
意
外
と
知
ら
な
い
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
調
べ
た
り
話
し
合
っ
た

て
、い
つ
の
ま
に
か
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
子
ど
も
議
会
の
お
か
げ

で
上
峰
町
の
こ
と
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
民
の

十
八
歳
以
下
の
方
に
適
応
さ
れ

る
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

な
ど
と
い
っ
た
町
民
一
人
一
人

の
立
場
と
な
っ
て
考
え
る
考
え

の
深
さ
に
驚
き
、
今
ま
で
以
上

に
上
峰
町
の
こ
と
を
大
好
き
に

な
り
、
上
峰
町
に
生
ま
れ
て
き

て
良
か
っ
た
と
そ
う
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

５
番
議
員
役　
香
月　
逢
花

　
私
は
上
峰
町
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
、
学
び
、
一
か
ら
条
例

を
つ
く
っ
て
い
く
中
で
、
私
達

が
納
め
て
い
る
税
金
や
、
子
ど

も
に
対
し
て
の
医
療
費
補
助
等
、

各
分
野
ご
と
の
町
民
や
町
づ
く

り
の
た
め
の
条
例
が
、
時
間
を

り
し
て
い
く
う
ち
に
、
こ
う
し

た
ら
も
っ
と
よ
く
な
る
の
で
は

と
様
々
な
意
見
が
出
て
、
内
容

の
濃
い
条
例
案
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で

役
場
の
議
場
に
行
き
ま
し
た
が
、

厳
粛
な
雰
囲
気
で
一
気
に
現
実

味
が
増
し
、
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
後
も
話
し

合
っ
た
り
、
修
正
を
か
け
た
り

し
て
、
本
番
は
リ
ハ
ー
サ
ル
よ

り
さ
ら
に
よ
い
議
会
に
な
り
ま

し
た
。
や
は
り
本
番
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、
堂
々
と
自
分
の
意

見
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
今
ま
で
、
何
か
の
代
表

に
な
っ
た
り
、
人
前
で
話
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
、
最
初
は
不
安
で
し
た

が
、
本
物
の
議
場
で
話
し
合
う

と
い
う
貴
重
な
経
験
を
通
し
て
、

少
し
だ
け
自
分
が
成
長
で
き
た

気
が
し
て
い
ま
す
。

か
け
て
慎
重
に
考
え
ら
れ
、
決

定
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
私
が
議
会
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
自
分
の
意
見
に
自
信

を
も
ち
、
発
言
す
る
こ
と
で
す
。

私
は
反
対
意
見
を
述
べ
る
こ
と

で
、
条
例
の
見
直
し
、
改
善
が

で
き
、
政
策
が
よ
り
よ
い
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
本
番
で

は
、
自
分
の
意
見
を
発
表
し
、

否
決
や
可
決
を
自
分
な
り
に
選

択
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
の
発
展
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
験
か
ら
、
上
峰
町
の
政
策
に

つ
い
て
、
よ
り
調
べ
て
み
た
い

と
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

　
今
回
の
子
ど
も
議
会
を
通
し

て
、
上
峰
町
の
こ
と
を
詳
し
く

知
る
と
い
う
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
多
く
の
町
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
、
よ
り
良
い
町
に
な
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。
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子
ど
も
議
会

町
長
役　
堤　
　
琉
一

　

私
は
、
今
回
の
子
ど
も
議
会

で
町
長
役
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

上
峰
町
の
魅
力
と
課
題
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

町
の
こ
と
を
深
く
知
っ
た
上
で

上
峰
町
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は

今
回
の
経
験
で
、
地
方
自
治
や

政
治
の
仕
組
み
に
、
よ
り
一
層

興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
提
案
し
た
７
つ
の
条

例
案
は
、
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
が
「
こ
の
町
を
も
っ

と
良
い
町
に
し
た
い
」
と
い
う

思
い
の
も
と
に
何
回
も
の
話
し

合
い
や
役
場
の
方
へ
の
取
材
を

重
ね
て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
、

今
回
の
子
ど
も
議
会
で
否
決
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
、
議
会
で
お
互
い

の
意
見
を
聞
き
、「
も
っ
と
案
を

改
善
す
べ
き
だ
」
と
い
う
町
の

こ
と
を
考
え
た
結
果
で
は
な
い

か
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
上

峰
町
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
は
自
分
達
が
上

峰
町
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
こ

と
や
、
多
角
的
な
視
点
で
考
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
気
付
き
ま

し
た
。
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■
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

200号
　

令
和

４
年

１
月

24日
発

行
■

発
行

／
佐

賀
県

上
峰

町
議

会
　住

所
／

上
峰

町
大

字
坊

所
383番

地
１

　
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
末
は
、
新
規
感
染
者
数
０
人
が
１
カ
月
以
上
続

き
、
落
ち
着
き
を
見
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
も
、
再
変
異
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威

を
振
る
う
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

も
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
皆
さ
ん
、
３
回
目
の
予
防
接
種
も
進
ん
で

受
け
た
い
も
の
で
す
。�

（
吉
田
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

　「コスモスの会」の活動について、お知らせします。

　上峰町役場庁舎前の駐車場東側に花壇がありますが、役場にお願いして私達で花壇の

お世話をしております。

　四季折々の花を植えて、いつもきれいな花が見られるように努めています。

　さらに周辺のゴミも目立つようになりましたので、庁舎前の歩道や、花壇周辺並びに

上峰郵便局の交差点から役場入口までの県道沿いの歩道の清掃も合わせてやっています。

　活動については、毎月第２火曜日に行っています。

世話人：田中　陽子　TEL：０９5２-5２-4６８３

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介 「コスモスの会」

議会を傍聴して
みませんか

　毎回、町民の皆さまに議会を
傍聴していただき、ありがとう
ございます。
　次回の定例会の会期は３月４
日（金）から３月１８日（金）ま
でを予定しています。
　一般質問は３月１4日（月）及
び１5日（火）の予定です。
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